
PEEK 結束バンドを安全にご使用いただくために 

 
 

PEEK ポリエーテルエーテルケトンは約 143℃のガラス遷移点を越すとそれまでのアモルフ

ァスから結晶化が始まるために物質密度が変化し収縮、柔軟性が失われ、退色します。 

（常温 半透明 translucent, >143℃で不透明 opaque） 

結晶化による収縮は結束施工の信頼性に影響します。常温で結束バンドを過度に締め付け

た場合（ロック爪 1か所でかろうじて止めている状態）高温域でバンドが収縮するため結束が

外れる場合があります。PEEK結束バンドを安全にご使用いただくために GTSや GTS-Eな

どの推奨結束工具を採用し作業者に左右されない均一に管理された締め付けを推奨しま

す。 

常温と 160℃の色調の変化と収縮を以下の比較画像で示します。収縮はストラップ余長切断

端の状況で比較できます。 

 



 

以下比較試験での余長切断の状態定義を示します。 

Long 長め、 Flush 面一、 Short, Very Short 短い （引きすぎ） 

 
手締めによる引きすぎを想定した比較試験を行いました。 

推奨工具設定 GTS 3番のところ、常温施工で 5、6.5, 8番で締め過ぎたものを、160℃ 20

分のオーブンにいれた後振動試験を加えました。ガラス遷移点後の収縮による余長端の変

化と結束状態を示します。強度 8番で締めた余長端が Very Short状態のものは 160℃ 

55Gの加振 15分間で結束外れを起こしました。 

 

 


